
平成２７年度一般会計・特別会計・企業会計決算の概要 

一般会計

１ 決算規模 

歳入総額  ３２９億７，９８２万円 （前年度比２.３％）
前年度 ３２２億３，４０５万円

歳出総額  ３０５億２，３６９万円 （前年度比０.４％）
前年度 ３０４億１，６９８万円

＊表示単位未満四捨五入

歳入総額は３２９億７，９８２万円で、前年度に比べ７億４，５７７万円、２.３％の増加
となりました。

歳出総額は３０５億２，３６９万円で、前年度に比べ１億６７１万円、０.４％の増加とな
りました。

この結果、繰越事業に充当される財源１億６，８９３万円を除く実質収支額は２２億８，

７２０万円となりました。

〔単位：千円、％〕

区 分 ２７年度 ２６年度 増減額 増減率 ２５年度  

歳入総額 ３２,９７９,８１９ ３２,２３４,０５４ ７４５,７６５ ２.３ ３１,６１３,９３８ 

歳出総額 ３０,５２３,６９４ ３０,４１６,９７８ １０６,７１６ ０.４ ２９,１８６,２１４ 

歳入歳出差引 ２,４５６,１２５ １,８１７,０７６ ６３９，０４９ ３５.２ ２,４２７,７２４ 

翌年度へ繰り越すべ

き財源 
１６８,９２７ ２０８,１３１ △３９，２０４ △１８.８ １１４,０１１ 

実質収支額 ２,２８７,１９８ １,６０８,９４５ ６７８，２５３ ４２.２ ２,３１３,７１３ 

２ 歳入決算の特徴  

（１）市税 

歳入の大半を占める市税は、１７９億２百万円、前年度に比べ１０億６千２百万円、５．

６％の減少となりました。減少の主な要因は法人市民税で、前年度に比べ８億１千９百万

円、１３．０％の減少となりました。

（２）地方交付税 

地方交付税は、３４億２千９百万円で、普通交付税において 26年度から合併算定替の
縮減が開始されたことなどの要因により、前年度に比べ４億４百万円、１０．５％の減少

となりました。 

（３）国庫支出金 

国庫支出金は、２４億４千２百万円で、認定こども園整備に係る保育所緊急整備事業補

助金や、福江地区まちづくり事業等に係る社会資本整備総合交付金等の増加により、前年

度に比べ３億１千７百万円、１４．９％の増加となりました。 

（４）県支出金 

県支出金は、１８億８千１百万円で、前年度に比べ３億４千８百万円、２２．７％の増

加となりました。ＪＡ愛知みなみの集荷場建設に対する補助金である、園芸農産物振興・

農産物流通対策事業補助金の４億６千４百万円の増加が主な要因となっています。 

（５）繰入金 

   繰入金は、７億１千７百万円で、前年度に比べ２億４千６百万円、５２．３％の増加と



なりました。大規模事業推進基金からの繰入れが４億４千２百万円減少（皆減）したもの

の、財源不足を補うため、財政調整基金から６億８千５百万円の繰入れ（皆増）を行いま

した。 

（６）市債 

市債は、臨時財政対策債を５億５千万円発行した（皆増）ほか、福江地区まちづくり事

業や消防車両整備事業等の大型事業に対する借入れにより、総額１１億９千４百万円、前

年度比７億８千２百万円、１８９．８％の大幅な増加となりました。

３ 歳出決算の特徴（主な事業）                               決算額 
（対前年度伸び率） 

（１）総務費 

財政調整基金・大規模事業推進基金積立

コミュニティ施設等整備支援（集会所等施設整備補助）

渥美支所庁舎維持管理（事務室移設改修工事など）

８億３千３百万円

（72.1％減）
６千３百万円

（193.4％増）
１億８千１百万円

（650.9%増）
（２）民生費 

子ども医療給付

田原福祉専門学校整備（空調・照明・外壁等改修工事）

２億３千４百万円

（1.3%減）
１億４千８百万円

（3935.1%増）
子ども・子育て支援（認定こども園整備補助など） １億２千２百万円

（皆増）

（３）衛生費

成人検診（健康応援健診、各種がん検診など） １億３千３百万円

(14.4%増) 
ごみ収集 ２億７千１百万円

（5.3%増）
海岸ごみ流出防止 ３千５百万円

(皆増) 
（４）農林水産業費 

農業経営活性化（ＪＡ愛知みなみ集荷場整備補助） 4億６千４百万円
（皆増）

農村振興総合整備（笠山農村公園防災整備） ６千１百万円

（209.0%増）
森林整備促進（ウッドチップ路整備など) ７千７百万円

（365.2%増）
（５）商工費 

立地誘導・活動支援（企業立地奨励金など） ２億８千９百万円

（161.6％減）
商業団体支援（プレミアム付商品券、カード共通化支援など） １億９百万円

（137.2％増）
（６）土木費 

 道路整備（道路改良・交通安全施設整備など） ６億２千万円

（13.2%増）
福江地区まちづくり（福江公園用地取得・整備など） ２億９千５百万円

（2637.2%増）
市営住宅管理（外壁・浴室改修工事など） ２億２百万円

（89.6％増）



（７）消防費 

消防車両整備（消防署・消防団） ２億６百万円

（138.6%増）
消防団施設整備（消防団詰所・車庫整備） ８千８百万円

（70.5%増）
防火水槽整備 １億６百万円

（17.7％増）
防災情報通信施設設備等整備（防災行政無線など） ７千５百万円

（4.8％減）
（８）教育費 

小中学校管理運営（非構造部材等耐震改修工事など） ６億５百万円

（156.7％増）
市民館運営（非構造部材等耐震改修工事など） １億５千７百万円

（229.5%増）
 滝頭公園スポーツ施設運営（野球場スコアボード整備など） ６千万円

（427.4％増）

特別会計

国民健康保険、公共下水道事業、農業集落排水事業、田原福祉専門学校、介護保険及び後期高

齢者医療の６特別会計の決算総額は次のとおりです。

歳入決算額は１７７億６，１４５万円で、前年度に比べ２０億２，５１７万円の増加となりま

した。歳出決算額は１７３億２，２３４万円で、前年度に比べ２２億２，８０３万円の増加とな

りました。

（単位：千円、％）

会 計 

決   算   額 

歳  入 歳  出 

２７年度 ２６年度 増減率 ２７年度 ２６年度 増減率 

国民健康保険 9,310,641 7,906,316 17.8 9,159,456 7,637,453 19.9 

公共下水道事業  1,943,018 1,594,433 21.9 1,893,148 1,555,114 21.7 

農業集落排水事業 1,129,476 1,115,810 1.2 1,043,264 1,057,895 △1.4 

田原福祉専門学校 119,556 106,731 12.0 119,359 106,730 11.8 

介護保険 4,606,760 4,351,801 5.9 4,456,829 4,081,561 9.2 

後期高齢者医療 651,996 661,189 △1.4 650,279 655,555 △0.8 

計 17,761,447 15,736,280 12.9 17,322,335 15,094,308 14.8 

◆一般会計及び特別会計の決算規模（水道事業会計を除く） 

  歳入総額  ５０７億４,１２７万円（前年度比5.8％） 
          ２６年度決算歳入総額 ４７９億７,０３３万円 

  歳出総額  ４７８億４,６０３万円（前年度比5.1％） 
          ２６年度決算歳出総額 ４５５億１,１２９万円 



企業会計

 水道事業会計 

                消費税等込み（単位：千円、％） 

区分 ２７年度 ２６年度 増減額 増減率 

収益的収入 1,391,171 1,455,460 △64,289 △4.4 

収益的支出 1,289,776 1,386,136 △96,360 △7.0 

差引 101,395 69,324 32,071 46.3 

資本的収入 33,948 36,062 △2,114 △5.9 

資本的支出 363,295 481,167 △117,872 △24.5 

差引 △329,347 △445,105 115,758 26.0 

健全化判断比率及び資金不足比率

  （単位：％）

区分 ２７年度 ２６年度 早期健全化基準（注） 財政再生基準 

実質赤字比率 ― ― １２．３９ ２０．００ 

連結実質赤字比率 ― ― １７．３９ ３０．００ 

実質公債費比率 ７．７ ７．７ ２５．０ ３５．０ 

将来負担比率 ― ― ３５０．０  

資金不足比率 ― ― ２０．００  
（注）資金不足比率については、「経営健全化基準」となります。

実質赤字比率及び連結実質赤字比率の「―」表示は、実質赤字及び連結実質赤字がな

いことを表します。

将来負担比率の「―」表示は、将来負担額を充当可能財源額が上回っていることを表

します。

資金不足比率の「―」表示は、資金不足が生じていないことを表します。

他の数値はいずれも早期健全化基準等を下回るため健全な状況であるといえます。


